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傍黄斑部網膜毛細血管血流の定量的評価法の確立と黄斑部疾患への応用

木 村 至

内容の要旨

1目 的1IE欝 人 に お け る網 膜 黄斑 部 近侮 の 組 織 血流 量 の 測 定 ・,rr価を

目的 と して 、Scanning　 13scr　D叩pl6r　 Oowmeleτ で あ るHeidelberg　 Retina

Fluwmetcr(冊}を 用 い 、左 右眼 の 血 流 猛 を厳 密 に 比 較 す る 。 また 、

黄 斑 部 近 傍 の 測 定 領 域 をi:,mと 下 部 に 分 け 、同 一 眼 内 に お け る.ヒ下

の 血 流 量 比 較 も行 っ た 。 さら に 、 興斑 部 微 小 循 環 の 定 職的 評 価 法 の

応 用 と して 、網 膜 上膜{Epiretinal　 membrane:ERM)眼 の 網 膜 組 織

血 流 に つ い て 検 討 し、 硝 チ 体 手術 に よるERMの 除 去 術 前 後 の 傍 黄 斑

部 の 循 壕 動 態 を 比 較 検 討 した。

1対 象 と方 法1(実 験1)男 性5名 、 女性15乳 か ら成 る20名 の 箆常 者

を封 象 と した 。HRFを 用 い て 両眼 の 血流 測 建 を行 っ た 。傍 黄斑 部 鼻

ouの 撒 小 循 環 の 指 標 と してiド均 血 流 靴(Me飢BlwJ　 FIOW:MBF)を

算 出 し、 対 応 す る 右 眼 とtautのMBFの 比(R/L比)お よ び.L部 と.「

部 のMBFの 比(S/1比 》 を と り、 評 価 を行 っ た。 〔実 験21片 眼 性 の

特 発 性ERMが 黄 斑 離 に あ る患 者 で 、1998年1月 か ら21Xlbff-611の 聞

に硝 子 体 切 除術 を受 け た症 例20例(男 性10名 、女 憔K,名}を 対 象 と

した。i67i17・ 術 後 の 傍 黄 斑 部 血 流 測 定 お よ びMBF餓 の 算 出 を行 い 、

MBF値 の 、 患眼 の 健 眼 に対 す る比 を求 め 、　azr比 と した 。

1結 果1(実 験uMBF値 は 測 定 領 域 の 上 部 ・ ド部 と もに左 右眼 の 間

に有 意 に 高 い相 閲 を 示 した(上 部 はr嵩0.747、P=0.00]1、 下,4613r=

u.797、P=U.0005),ま た 、両 眼 と も測 定 領 域 の 上 部 と.ド部 のMBF値

に有 意 差 は な く　(両 眼 とVP>0.osl,有 意 に 高 いni関 を示 した(右

眼 はr=0.720、P=0.0017、 　r眼i3r=0.877、 　P=O.UIKII》 。　R/LtCの 平

均 値 は 、 上部 がLW,下 部 がx.03で あ り、S刀 比 は 上 部 がi.oi,,ド 部 が

i.aaで あ っ た。 各 測定 領域 のM3F価 と眼 圧 、 年齢 との 相 関 は 、 有 意

で は な か っ た。 変動 係 数 に つ いて!3,右 眼 の 測 定 領 域 上 韻 が4,92%、

FX46が7.21%、 左 眼 上 舗 が7.74%.ド 部 が7.74%と 、 良 好 な 再現 性 を

示 した 。 〔実 験2}術 前 の1:A6MBFflfの 醗 比 はo.aa～1.nで 、 平均 は

U.73tU.22(平 均 ±標 準 側 差)、 下ASMBFfiflのalf比 はa.ai-i.iaで 、

`F均 は0
.70ま0.20〔 平均 士 撮 準偏 差}で あ っ た。 コ ン トロー ル 詐 と し

て 実 験1の デ ー タ を対 照 とす る と、 傍 黄斑 離測 定 領 域 の上 部 ・下 部

と もに 臼π比 は 、 コ ン トロー ル群 と比 較 して 、ERMの 患 者群 に お い て

有 意 に小 さか っ た(止 部 ・下 部 と もにP<0.0001}。 測 定 領 域 ヒ部 と

ド邪 のerr比 に13,有 意 に 高 い相 関 を躍 め た(r=0.827.　 Pく2rwoi)。

また 、術 後3,6、izr月 後 のik11は 術 前fk力 と比 較 し、 有意 に 改

酵 した 。18眼(so%)に お い て13ht終 視 力が0.5以1二 に 達 し、 全例 に

お い て0.3以 上 の 蹴 終 視力 を得 た。 上 部MBF値 の 平均a1砒 は 、術 後1、

3、6.12ケ 月 の 各 時点 に お い て 、順{=0.51、aze、 　o.aa、1.oi.下

籠 に つ い て は同 様 に 、0.52.、0.75、0.93、o.vaで あ っ た 。術 後6ヶ 月

お よ び12ヶ 月 のtirt比は術 前 と比 救 し、 上 部 ・下部 と もに有 意 な 改 善

を示 し た。

1結 諭1健 常者 に お い て13/iii眼 の 傍 黄 斑 部 網 膜 血 流比 は{3iZ1.0と 、

撒 小 循 環 血流 量 は 左 右 同 等 で あ る こ とを 実 征 した 。 比 較 的 若 年 で 不

同 幌 の な い 健常 者 の 両 眼 の 間{.{3,11%一13%程 度 の 血流 猛の 相 違

が 存 在 し うる とい う 、左 右 眼 の 聞の 変動 性 の 目安 と して用 い ら れ う

る数 値 を 示 した 。 今 後 の 眼 循 魔 と綱 膜 疾 患 との 関 係 に 関 わ る研 究 に

おい て 、 有胴 な 基 礎 デ ー タに な り うる と考 え られ る。ERM眼 は傍 黄

斑 部 の異 僧 な網 膜 緬 項動 態 を 呈 して い る が 、硝 子 体 手 術 に よ りERM

が 除 去 され る と、 網 膜 循 環 は 改 善す る こ とが わ か り、視 臓 能 の 改 善

に関 与 してい る こ と を示 唆 して い た 。

論文審査の要旨

　今岡の研究 は傍黄斑部網膜 毛細血管血流の定 血的評価法 を確立 し、

黄斑部疾患への臨床応用 を目的と した ものであ る。Heidclberg　Rclina

日owmelcr(HRF)を 用 い、健常 者の傍黄斑 部網 膜毛細 血管血流 を左

右眼 で比較 し、 また回一・眼内の黄斑部 近傍 の.ヒ'Fの血流 皿の比較 を

行 った。 毛細 血r血 流の指標 として平均血流 最(mew　 6hlqd　flow:

MBF)を 笙 出 し、対応 する右眼 、　r眼 の比(RIL比)お よび ヒ部 と

下部のMBFの 比1卵 比)を と1}評 価 した結果、　MgF飽 はL部 ・下韻

ともに左 右眼 の間に 高い正の相 関 を示 した。 また ヒ部 ・F部 のMBF

値に/r右 差 はな く、有意 に高い 正の相 閲を示 したG片 眼 性の網膜 肚

膜{Bpirclfinal　membrane:ERM)でHRFを 用い患眼 と健眼の比(a/f

比)を 求め た結果 、価黄斑 部測定領域 のL部 ・FｰASと もに コン トロ

ール群 と比べ て有意 に減少 していた。術後経過 と共にa∬比 は増加 し,

術後fi-12か 月で改 稗 した。

　審査 に当た り、正常 人 とERMの 患者群の年齢 が、マ ッヲ'してい な

いこ とが指摘 された。 こnに 対 し年齢 をマ ッチ させる こ とは重要で

あるが、今回は血流 量の絶straiを測定 しているのでは な く左 右眼の

比 を比較 してい るの で年齢の影響 は少 ない と考 える との回答 がな さ

れた。 またERMの 症例 の術前視力障害の メカニズム について単な る

ERMに よる フ ィルター幼果であるのかtk細 胞 そのもの の陥害であ る

のか議論 が な された。HRFに 用い られ る レーザー光の測定深 度につ

いて、網膜のみ では な く脈 絡膜循環 の影響があ るので はないか と質

問が あった。 こrilek1し 使 用 しているiC8定深度 では中心窩 け且監絡膜

徳環 の影響 は考 えら!cる が他の 籠位 については 無視で3る との岡答

があ った。 またERM術 後1ヶ 月で曜 比が術 前よ り低 下す る理由につ

き討論 があ った。術 後は 炎症が強 いので レーザー光の 散乱があ り、

これが影響 してい る可能性 があ る。 また レーザ ー光に よる血流の変

化 も考漁 す る必要が あるのでは ないかとのコ メン トが あ った。次 に

本装 置は 正常 値が公 表 されているの では ない か との質 問 に対 して.

新 しいプロ グラムで 行われた試験 では視 神経乳頭 部の循環のみ しか

報告 はな く、左右の比r,.下 の比 を比較 した論 文は見 らtLず 、今回

の報 告が傍 黄斑部網版 毛細 血符血流の正常 人のデー ター としては最

初の ものである との 回答があ った。段後 に網膜撒小 循環の 言葉の定

義につ き注意が あった。 その他図の説明で単な る 「相 関」ではな く、

「正の相閲」 とすべ きであ り、また表の1と2が デー ターが亜旗 して

いるので一つ に纏め た方が よい との指摘があ った。

　本研究 は傍黄斑部網 膜毛細 血管血流 をHRFを 使用 し評価す る指 標

を確 立 した ことに よ り、A後 綱膜後極邸疾患 の毛細 血管 血流 のaw価

icylllで ある ことを示 し、眼科臨床 上価値あ る論文 と評価 された。
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